













遺文には言語の伝承と各人の独自の言語表現がどのように見られるのか。言語表現を している項目と、後世の時代を反映した言語が表現されている場合とが見られるのではないか。本稿では蓮如が転写した歎異抄と自筆御文 に視点を当てて、 記や文章の伝承がどう見られるかを記述してみる。以下に論じるように、蓮如写歎異抄には、漢語と和語 の明確な漢字と仮名 書き分けが見られるが
注１
、蓮如自筆の御文にはそれらの書き分けが見られな












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                      
◦往生ハ一定セサセオ シマスヘキ テコソ候ヘ



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 「親鸞の仮名づかい」 （ 『国文学攷』
　
第七十六号、一九七八年）
注
10 
笠原一男『人物叢書
　
蓮如』 （吉川弘文館
　
一九六三年）
　
尚、本稿は『増補親鸞聖人真蹟集成』 （法蔵館）を用いた。
（かねこ
　
あきら
　
本学教授）
